法医学　計9問で60分

1， 虚血性心疾患について臨床医学において問題となる点。

2， 事例問題－COPDで酸素療法中の患者が自宅で酸素吸入チューブが外れた状態で志望しており、同居家人が行方不明。主治医は2日前に往診しており、高度の呼吸不全があったので、COPDによる志望と診断して死亡診断書を書きたいとして相談してきた。下記のどれが妥当か？その理由は？
①死亡診断書を書いてよい。②検案をし、異常を認めなければ書いてよい。③事情にかかわらず警察に届け出る。④その他

3， 水死体の問題点（死因）について列挙せよ。

4， フラッシングについて

5， 交通事故の損傷について列挙せよ

6， 人口妊娠中絶の要件

7， インフォームドコンセプトに含まれる項目の列挙

8， 事例問題－60歳女性。横断歩道を横断中、右折車両と接触して転倒し、右大腿骨を骨折し入院した。入院後、意識状態・全身状態安定、大体骨折以外にX線写真上異常なかった。事故後2日目、大腿骨骨頭置換手術を実施した後、全身状態は安定していたが、手術終了後約15時間後より血圧低下、呼吸困難、BUN/クレアチニンの上昇、意識障害などが出現したため、人工呼吸管理、昇圧剤点滴・輸血などで対応したが、事故後4日目に死亡した。

大腿骨骨折以外の鑑別診断は？解剖・評価のポイントは？

9， 気管支喘息について法医学上の問題点
